
米国産牛肉等の輸入手続停止をめぐる状況

米国産牛肉の輸入再開・輸入手続停止に関する経緯

米国においてＢＳＥ感染牛確認、米国産牛肉等の輸入禁止H15年12月24日

米国産牛肉等の輸入再開について食品安全委員会へ諮問H17年 5月24日

米国産牛肉等の輸入再開について食品安全委員会から答申H17年12月 8日
（プリオン専門調査会を１０回開催、５月３１日～１０月３
１日）

一定の条件で管理された米国産牛肉等の輸入再開決定H17年12月12日

米国の対日輸出施設の査察（１１施設）H17年12月13日
（～24日）

米国産牛肉等の第一便が到着H17年12月16日

・農林水産省動物検疫所成田支所及び厚生労働省成田空港検H18年 1月20日
疫所において、せき柱を含む米国産子牛肉を発見

、 、・当該ロットについては 全て積み戻し又は焼却処分を行い
すべての米国産牛肉の輸入手続を停止

既に米国から輸入された牛肉について、念のためせき柱が含H18年 1月23日
まれていないか自主調査を開始(５７５．１トン、２６業者
が対象)

既に輸入された米国産牛肉の自主調査結果について公表H18年 2月10日

米国農務省が調査報告書を日本側に提出H18年 2月17日

調査報告書について、米国政府に対し照会及び公表H18年 3月 6日

照会事項に対し、米国農務省から回答H18年 3月18日

日米専門家会合H18年3月28･29日

食品に関するリスクコミュニケーションの開催H18年4月11～24日

米国による対日輸出認定施設の再調査（レヴュー）H18年4月24～
5月4日

日米専門家会合H18年5月17～19日

食品に関するリスクコミュニケーションの開催H18年6月 1～14日

日米局長級テレビ会合H18年6月20～21日
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